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今回は、「肝臓病と糖尿病」・・・一見無関係だと思われる糖尿病との関連についてのおはなし
です。現在日本では、成人の４人に１人が肝臓病と言われています。最も多いのが脂肪肝で、
１５００万人以上、次いで、アルコール性肝障害、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎の順になります。 脂肪肝
は肝臓のメタボであり、過食・運動不足による肥満が最も大きな原因です。

糖尿病は肝臓の病気です！

◎糖質を食べて吸収された後、糖はまず肝臓を通ってから全身に行き
わたるため、肝臓は糖のクッションになっていると考えられます。

◎脂肪肝になると「セレノプロテイン」という蛋白が分泌され、これが
メタボリックシンドロームや、糖尿病などの原因物質となっています。

◎肝硬変の患者さんの、約７０％が糖尿病及び糖尿病予備軍です。
このように、肝臓病は糖尿病の発症に大きく関わっているのです。

糖尿病患者の死因は肝臓病？！

糖尿病の死因の第１位（約１８％）が肝臓病（肝硬変・肝臓がん）です。
脂肪肝は肝臓のメタボです。 脂肪肝から非アルコール性脂肪肝炎
（ＮＡＳＨ）、さらに肝硬変・肝がんへ進行する危険性が高くなります。

特に、Ｃ型肝炎の患者さんにおいて、肥満・糖尿病を合併している人は、肝がんを発症する
危険性が特に高いことが明らかにされています。

糖尿病にならないために、正しい生活習慣を送ること。
糖尿病の方は、きちんと血糖・ＨｂＡ１ｃをコントロールする

ことが重要です！

減量時の注意点
無理な食事制限や、急激な体重減少は筋肉が減り、代謝が落ち、
かえって肝臓に負担がかかります。体重はゆっくり減らしていくことが
大切です。 （目安として１か月にマイナス０、５～１㎏）

糖の代謝は、
肝臓の重要な
働きの一つです！

運動療法 薬物療法

食事療法

〇しっかり睡眠 〇喫煙をしない
〇適正体重を維持する 〇１日３食、腹八分目
〇間食は控える 〇過度の飲酒を控える
〇適度な運動を続ける（ウォ―キングや畑仕事でも）
〇趣味や生きがいを持つ！

元気に長生き、８つの生活習慣！

ＨｂＡ１ｃ（過去１～２か月の血糖の平均値）
・正常値 ・・・５．９%以下
・糖尿病予備軍 ・・・６．０～６．２%
・糖尿病の可能性が高い・・・６．３%～

空腹時血糖値（㎎/ｄｌ）
・正常値 ・・・８０～９９
・糖尿病予備軍 ・・・１００～１２５
・糖尿病の可能性が高い・・・１２６～

■糖尿病の診断基準■


